
清恵会医療専門学院　第２看護学科

自己点検・自己評価による評価及び学校関係者評価
課題と解決方法・

現状・具体的な取り組み等 特記事項 特記事項
1-1

4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

1-2
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

1-3
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

1-4
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

2-1
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

学校関係者
評価

1
　
教
育
理
念
・
目
的
・
育
成
人
材
像

理念・目的・育成
人材像は、定めら
れているか

育成人材像は専
門分野に関連する
業界等の人材ニー
ズに適合している
か

理念等の達成に
向け特色ある教育
活動に取り組んで
いるか

社会のニーズ等を
踏まえた将来構想
を抱いているか

点検・評価項目総括
評価

点検・評価項目

入学案内、ホームページ上で、理念と
特長についてを明確にしている。入学
後は、早期に教育カリキュラムガイダ
ンスを用いて、説明を行っている。各学
年では、クラス目標として、機会毎に理
念から関連付けて学生に意識を持た
せている。

教育理念・目的・目標は、募集要項や
ＨＰに掲載している。入学時に学則や
新入生ガイダンス、教育カリキュラム
要項等を配布し、時間をかけて説明し
ている。教育活動全般に核となる内容
を押さえながら実践していく。

教育理念・目的・目標から各学年到達
目標を設定しており、有資格者としてさ
らに専門職業人としての成長が図れる
ように知識・技術・感性を高め、社会の
動向に対応できる応用力が求められる
ことを掲げている。

専門の知識・技術・態度を身につけ、
社会に対応できる看護専門職の育成
に努めている。就職率は100％ではあ
るが、卒業後の継続状況についての
追跡調査・分析は十分ではないため、
母体病院との連携を今後も図ってい
く。

教育理念に基づき、感性と教養を高め、幅
広い人間関係と科学的思考ができるような
科目を設定している。アクティブラーニング
やシュミレーション教育を導入し学習効果を
上げている。各実習前には、マナー教育、
看護倫理、医療安全などの教育に力を入
れている。

専門の知識・技術を自ら学び続け社会
の変化に対応できる看護専門職の育
成に努めている。アクティブラーニング
やシミュレーションを活用した授業、演
習を取り入れ、母体病院の医師や看
護師を講師に招き、専門性の高い教
育活動を実施している。

令和5年より募集停止が決定された。
仕事と学業の両立ができるようにサ
ポート体制を整えている。また、臨床判
断力、コミュニケーション力、他職種連
携、保健指導力に力を入れ、あらゆる
場所で活躍できる看護専門職の育成
を目指している。

令和５年より募集停止が決定されてい
る。
准看護師として働きながら学ぶ学生の
教育環境やサポート体制を整え、在校
生全員を無事卒業させ、社会の変化
に対応できる看護専門職の育成を目
指す。

理念・目的・育成人材像は学則に
定められ、また専任教員に理解さ
れている。また、専任教員はその
理解のもとで教育活動を行ってい
る。

100％の就職率から育成人材像は
業界の人材ニーズに適しているこ
とが証明されている。今後も母体
病院や実習施設等から得る情報を
精査し、変化に柔軟に対応するこ
とを期待する。

病院附属の特長と少人数制教育
で培われた経験を活かしながら、
他科と情報を共有し、アクティブ・
ラーニングにも取り組んでいる。

決定された方向性から、社会のニーズ
等を踏まえた将来構想を抱くことは困
難であるが、学生の将来を第一に考
え、左記の取り組みを行っている。閉
科予定の令和6年度まで、取り組みの
継続を期待している。

理念に沿った運営
方針を定めている
か

2
　
学
校
運
営

2019年度～2023年度中長期経営
計画にて策定した“ありたい姿”経
営計画マスタープランと事業戦略
を理解し、目標達成に向けた取り
組みを行っている。

法人より中長期経営計画が打ち出され、課
題と戦略の方向性が掲げられている。それ
を基に、教育理念に沿った教育方針から学
校の運営方針を立てている。年度初めに科
長会議に諮られ、その後各科の教員に方
針が伝達されて共通理解に繋がっている。

法人の中長期計画に基づき、学院の
運営方針を定めている。月１回の運営
会議により、学校運営方針を確認し、
看護学科、理学療法士科、診療放射
線技師科と協同し、達成に向け取り組
んでいる。
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2-2
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

2-3
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

2-4
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

2-5
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-1
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-2
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

教育理念等に沿っ
た教育課程の編
成、実施方針を定
めているか

修業年限に応じた
教育到達レベルを
明確にしているか

理念等を達成する
ための事業方針を
定めているか

学校運営のための
組織を整備してい
るか

教員の組織体制を
整備しているか

人事・給料に関す
る規程等は策定さ
れているか

3
　
教
育
活
動

2
　
学
校
運
営

学校運営方針と教育方針をもとに、各
学年担任が年間の学年目標をたてて
いる。前期・後期で目標に沿って進め
ることができたかの評価を行っている。
同時に、個人目標の設定も行い、年度
末に評価を行っている。

各施設の”ありたい姿”経営計画マス
タープランと事業戦略に基づき、事業
方針を定めている。

学校運営にあたり、月1回の運営会議を実
施している。組織図のもと、教務会、科長
会、主任会、その他各種委員会を設置し、
科長・主任が中心となり委員会を開催して
いる。学校運営のために、各委員会での役
割を遂行すべく、月1回の委員会の中で協
議を行っている。

学院運営会議を月１回実施し、学校運
営の適正化を図っている。学則や細
則、広報、行事、入試、学生の進級・卒
業に関する事項などは、運営会議に審
議し最終決定される。

学校の組織は、学院長、事務長、教務部
長、教務科長、教務主任、専任教員で構成
されている。各学年は、担任制をとり、それ
を補佐する教員を配置している。各学年の
運営には、科長、主任が指導・管理にあ
たっている。実習に関する事項は、主任が
実習調整者の役割を担っている。

教員の業務分掌・服務規程は細則に
定められており、教務科長と主任を含
めた教員7名を配置している。教員の
受け持つ各クラスの担任と副担任、ま
た専門領域を明確にしている。未講習
の教員がいるため、教育の質向上に
向け、整備を進めている。

人事については設置主体法人の
規程に基づき、法人理事会で決定
される。給料規定も策定されてい
る。

人事・給料に関する規程は、設置
主体の法人が策定している。役割
等級制度により、明確化されてい
る。

教育理念に基づいたカリキュラム
構成のもと、年次毎の教育内容、
実施方針を編成している。専任教
員には周知を図ったうえで、学生
にも入学時に説明し、周知を行っ
ている。

教育理念などに沿って教育課程を
編成している。具体的な内容につ
いては教務科長および担任教員か
ら学生に説明し周知を図っている。

2019年度～2023年度中長期経営
計画にて策定した“ありたい姿”経
営計画マスタープランと事業戦略
を理解し、目標達成に向けた取り
組みを行っている。

学院運営委員会を設け、学院の管
理・運営の適正を図るため、必要
な事項を月1回実施する会議にて
審議し決定している。

教員の業務分掌及び服務に関す
る規程を定め、組織体制を整備し
ている。

人事・給料に関しては2018年度よ
り設置主体法人の規程する役割等
級制度に基づき、適正に運営され
ている。

教育理念に沿った教育課程が編
成されており、専任教員と外部講
師、また学生にも周知が図られて
いる。

修業年限に応じた教育到達レベル
を明確にしており、専任教員と外部
講師、また学生にも周知が図られ
ている。

教育カリキュラムガイダンスに「学
年別到達目標」として、教育目標に
沿って各学年次の到達目標を明記
し学生にも周知を図っている。

年度毎に、教育目標の到達レベル
を明確にし、年次目標に沿って学
生が目標を到達できるように指導・
教育が行われている。
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3-3
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-4
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-5
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-6
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-7
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-8
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

教育目的・目標に
沿った教育課程を
編成しているか

教育課程につい
て、外部の意見を
反映しているか

キャリア教育を実
施しているか

3
　
教
育
活
動

資格・要件を備え
た教員を確保して
いるか

教員の資質向上
への取り組みを
行っているか

授業評価を実施し
ているか

卒業後を意識し、看護基礎教育と並行
し社会人基礎力の修得に向けた教育
や専門職業人に必要な自己啓発への
動機付けを行っている。母体病院で活
躍する認定看護師や看護管理者を講
師として招きキャリアデザインを考える
機会としている。

実習先や外部講師、現場で活躍す
る卒業生からの意見を積極的に取
り入れ、教育課程に反映させてい
る。

職業人教育は入学後直ぐに始め
ており、様々な行事等に学生全員
が主体的に取り組むことによって
自律性と協調性を高める努力が行
われている。

教育目的・目標に沿った教育課程を編
成している。第２看護学科は令和５年
度からカリキュラム改定となっている
が、自校は募集停止が決定しているた
め旧カリキュラムのまま現在社会の変
化に対応した教育課程の編成に取り
組む。

当学科の学生は准看護師の資格を有
しているため、学生のレディネスに合
わせた講義内容になるよう講師と調整
を図っている。実習関連施設とも実習
調整会議を行い、意見を反映させてい
る。

外部講師や実習関係者との連携は図
れており、学生のレディネスや学習進
度状況など情報を共有し、頂いた助言
を反映させている。

専門職業人としての高い知識・技術・感性
を身につけ、医療チームの中心となれる看
護師の育成を目指している。教育内容は准
看護師教育からさらに高度な内容を心が
け、各学年目標においても、教育内容や教
科外活動と関連して学びが深まるように設
定している。卒後どのように活かされている
のかは追跡が必要である。

教育目的・目標に沿った教育課程
が編成されており、専任教員と外
部講師、また学生にも周知が図ら
れている。

資格・要件を備えた教員を確保す
る努力を継続して行っている。課題
としては、大阪府看護教員養成講
習会未受講教員の講習会受講が
挙げられる。

協会等の主催する研修会や学会
に参加しており、教育の資質向上
への取り組みを行っている。

授業評価を実施している。リアク
ションペーパーを活用する等FD活
動に教員全員で取り組んでいただ
きたい。

看護師養成所設置基準に定めら
れた専任教員数は確保できている
が、大阪府看護教員養成講習会
の未受講教員がいる。

看護師養成所の設置基準である臨床
経験５年以上の条件は満たしている
が、大阪府教員養成講習会を受講予
定の教員が１名と現在大学で受講中
の教員が1名いる。計画的に教員のス
キルアップを推進する。

各教員は、専門領域の研修に年1回は
参加するように、目標として掲げてい
る。個人的に自己研鑽を年間目標に
挙げ、講習会への参加やオンラインで
の研修などに積極的に参加し、達成に
向けて努力をしている。年4回の教務
会の中では、伝達講習や資質向上の
ための勉強会等、取り組みを行ってい

コロナ禍により対面型の外部研修は自
粛となり、オンラインでの研修や学会
に限定された。状況に合わせて施設内
での勉強会や伝達講習会などを開催
し、教員の質向上を図る。

外部講師、学内教員ともに、授業評価
を全科目行っている。自分の目標とす
る評価点であるのか、また評価結果の
分析を行い、改善することで講義に反
映していけるように努力をしている。

学生の授業評価は実施しており、
各教員で授業の振り返りを行い、
次の授業に繋げている。

教育目的・目標に沿って、「基礎分野」「専
門基礎分野」「専門分野Ⅰ」「専門分野Ⅱ」
「統合分野」「臨地実習」を構成している。各
分野の考え方として、どのような学生を育成
したいかを挙げ、科目設定を行っている。各
授業科目には、シラバスがあり、始講時に
学生に配布、周知している。
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3-9
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-10
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-11
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

3-12
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

4-1
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

4-2
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

作品及び技術等
の発表における成
果を把握している
か

4
　
学
修
成
果

3
　
教
育
活
動

目標とする資格・
免許は、教育課程
上で、明確に位置
づけているのか

資格・免許取得の
指導体制はあるか

就職率の向上は
図られているか

資格取得率の向
上が図られている
か

成績評価・修了認
定基準を明確化
し、適切に運用し
ているか

学則・成績査定内規により、「単位認
定」「学習評価」「追・再試験」「臨地実
習評価」等の科目履修許可及び卒業
に関する必要事項を定めている。ま
た、留保された科目についても「認定
試験」として規定を定めて運用してい
る。

成績評価・修了認定基準について
は学則に定め、適切に運用してい
る。進級・卒業・単位認定に係る事
案については、学科会議・科長会
に諮り、運営会議で審議している。

各学年で行った行事、学習、実習につ
いては、学内で事例研究発表や報告
会を行っている。クラス内だけではな
く、他学年の学生や教員も報告会に参
加し、双方に学びや刺激となり、共有
ができている。

課題学習発表会、実習報告会、事例
研究発表会など、コロナ禍においても
学習共有の場が狭まることがないよ
う、学年で企画・実施を工夫しており、
学科の教員も参加し、成果を把握して
いる。

看護師免許を取得するにあたり、教育
課程の中の各分野で、学習する目的
を入学時から学生に説明している。教
科外活動や各実習においても、目的・
目標があり、その都度何を学んで最終
的に各自が目標とする看護師像に近
づけるのかを意識させている。

看護師国家試験受験資格・免許の
取得については、教育課程上に明
確に位置付けている。

国家試験対策委員を中心に、年間計画を
立て対策を行っている。国家試験対策は1
年次から行い、2年次、3年次と段階的に内
容を変えて取り組んでいる。学習課題は学
生の弱点、得意分野を把握したうえで選択
しており学習成果の上がらない学生には個
別面談を行い、学習支援を行っている。

国家試験対策委員を中心に、模擬
試験や補習講義など年間計画を
立案し、実施している。

就職率は進学者を除き、１００％。准看
護師免許を有し、就業先から奨学金を
受けている学生が多いため、卒業後は
奨学金貸与施設への就職が主であ
る。

就職率はほぼ１００％を維持してい
る。

1年次より国家試験対策に取り組み計画的
に進め、模擬テストや補講を行い学習効果
を上げている。個別面談を行い学習サポー
トおよび精神面でのサポートを行っている。
不合格既卒者の原因と追求を行い、国家
試験合格に向けてのサポート取り組みを強
化し100％の合格を目指している。

模擬試験や補習講義の成果を確
認し、個別の学習対策やメンタル
サポートを実施している。生活習慣
改善に向けた指導を強化し、自ら
体調管理ができ、実力を発揮でき
るように取り組んでいる。

各種の発表における成果を把握し
ている。

目標とする看護師国家資格の取得
は、教育課程上で明確に位置づけ
られている。

看護師国家資格の取得のための
指導体制は整っている。

就職率の向上は図られている。学
院創立以来、就職率100％を維持
しているが、今後も継続を期待す
る。

対策授業や補講、模擬試験の実
施等、看護師国家資格の取得率
の向上を図るために努力は行って
いる。国家試験対策委員と連携
し、全教員での取り組みを継続して
いただきたい。

成績評価・修了認定基準を明確化
し、適切に運用している。課題とし
ては、全学生及び保護者への評価
した成績の公開が挙げられる。
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5-1
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

5-2
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

5-3
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

6-1
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

6-2
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

7-1
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

学生の経済的側
面に対する支援を
整備しているか

保護者との連携体
制を構築している
か

教育上の必要性
に十分対応した施
設・設備・教育用
具等を整備してい
るか

防災に対する体制
は整備されている
か

高等学校等接続
する教育機関に対
する情報提供等の
取り組みが行われ
ているか

学生相談に関する
支援を整備してい
るか

5
　
学
生
支
援

6
　
教
育
環
境

防災に対する基本体制は整備され
ている。

教育上の必要性に対応した施設
や設備、教育用具等整備はしてい
るが、老朽化等により十分ではな
い。

保護者との連携体制は構築されて
いる。課題としては、全学生及び保
護者への評価した成績の告知が
挙げられる。

学生の経済的側面に対する支援
は整備されている。

学生自身が有資格者で生活自立者が
多いため、保護者との連絡、連携は少
ない。成績や進級に関する連絡・調整
の必要性がある場合は、連帯保証人
にあたる人物に連絡をとるようにして
いる。

成績不振者や出席が常でない学
生に対し保護者のサポートが必要
と判断した場合は、早期に保護者
面談を実施し、保護者との連携体
制を構築していく。

法人修学資金制度を積極的に周知
し、また学費の猶予・分納相談にも対
応し支援を行っている。日本学生支援
機構の申込み事務手続きの支援も
行っている。

さまざまな奨学金制度の他、市か
らの給付金や緊急事態宣言に伴う
経済的影響を受けている学生に対
し、行政の情報を集めながら教務
事務が真摯に対応している。

例年実施している進路指導教諭対象
の説明会及び大阪府の進学相談会へ
の参加は、コロナ禍により行えていな
い。2023年度より募集停止がけってい
しているが、接続する教育機関の取り
組みは行えている。

高校教諭対象の進学相談会を実施し
ていたが、緊急事態宣言の影響により
中止となった。大阪府看護学校協議会
及び大阪府看護協会の共催で実施し
ている進学相談会入試一覧表には毎
年情報を掲載している。

災害発生時の基本方針は定めた
が、防災訓練は実施できておら
ず、帰宅困難時の備蓄も整備され
ていない。災害時安否確認のシス
テム構築は連絡網による整備が進
められている。

建物の老朽化から、安全な教育環
境とは言えない。防災に対する基
本方針はあるが、防災訓練の実施
内容・時期の見直しや災害時安否
確認システムの整備などは喫緊の
課題である。

教育上必要な教育用具は整備されて
おり、随時購入もされている。オンライ
ンやリモート授業に対応することができ
る。建物の老朽化はあるが、学生の学
習には支障がないように環境は整備さ
れている。

施設や設備は老朽化しているが改
修工事により環境は整備されてい
る。コロナ禍においては必須となる
ICT機材や教育用具は整備されて
いる。

2023年度より募集停止が決定して
いる。

学生相談に関する支援は整備され
ている。労力が必要とされる様々
な相談への対応を、相談しやすい
環境を維持しながら、今後も継続し
ていただきたい。

各学年とも定期的に個別面談を行って
いる。学業や登校の状況を把握し学科
教員全体で学生の情報共有、サポート
を行い早期の対応を行っている。気に
なる学生には、保護者と連携したり、
精神面に関してはカウンセリングの相
談もできる体制を整えている。

担任を中心に個別の学生の面談や相談を
行っている。学業不振や登校の状況が気に
なる学生には早期に対応している。法人の
学生については、職場と連携しながら学習
支援を実施している。スクールカウンセラー
を設置したことでメンタルサポート体制も整
えている。
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7-2
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

7-3
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

8-1
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

8-2
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

9-1
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

9-2
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

学生募集活動を適
切かつ効果的に取
り組んでいるか

入学選考基準を明
確化し、適正に運
用されているか

予算及び計画に基
づき、適正に執行
管理を行っている
か

財務について会計
監査が適正に行
われているか

7
　
学
生
の
受
入
募
集

8
　
財
務

9
　
法
令
等
の
遵
守

法令や専修学校
設置基準を遵守
し、適正な学校運
営を行っているか

個人情報保護に
対する対策を講じ
ているか

学則、細則で入学選考基準について
は明確化し適正に運用されている。
2023年度より募集停止が決定してい
る。

学則・細則で入学選考基準を明確
にし、適正に運用している。2023年
度より募集停止が決定しているて
め、特記事項なし。

2023年度より募集停止が決定して
いる。

特記事項なし

予算及び事業計画は設置主体法
人に報告・確認しており、計画に基
づき適正に執行され、決算報告も
適正に行っている。

予算計画を立て、事務と連携し、適
正に執行管理を行っている。

個人情報保護規程を定めている。

専修学校設置基準を遵守し学校運
営を行っている。

特記事項なし 法令・設置基準は守られ、適正に
運営されている。

社会医療法人会計基準に基づき、
公認会計士による監査を受けてい
る。

特記事項なし

個人情報保護規程に基づき、適切に
取り扱うようにしている。実習前には
実習ガイダンス等で注意喚起を行い、
実習での個人情報の取り扱いについ
ては、誓約書を交わし、個人情報保護
の徹底に努めている。

学生や教職員に対しての個人情報
保護規程を定めている。

予算・決算については適正に行わ
れている。

財務について会計監査が適正に
行われている。

2023年度より募集停止が決定して
いる。

2023年度より募集停止が決定して
いる。
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9-3
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

9-4
4 優れている 4 優れている
3 ほぼ適切 3 ほぼ適切
2 やや不適切 2 やや不適切
1 改善が必要 1 改善が必要

9
　
法
令
等
の
遵
守

自己評価の実施と
問題点の改善を
行っているか

自己点検結果を公
表しているか

自己点検結果は公表されている。

自己評価の実施と問題点の改善を
行っている。

ホームページ上に公開。 特になし

自己評価は、年に1度実施し、問題点
の確認を行い改善などの見直しを実施
している。

年に1度、自己評価を実施してい
る。問題点の改善については、そ
の都度見直しを実施している。
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